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１
、
は
じ
め
に

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、

全
国
的
な
原
子
力
発
電
停
止
に
よ
り
電
力

の
在
り
方
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
や
環
境
問
題
、
経
済
性
の
観
点
か
ら
特

定
の
電
源
に
頼
る
こ
と
な
く
、
多
様
な
電

源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
電
力
の
安
定

供
給
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
電
力
市

場
の
自
由
化
や
需
要
家
の
脱
炭
素
化
へ
の

貢
献
要
求
に
伴
い
需
要
家
の
電
力
有
効
利

用
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、
当
研
究
室
で
は
、

環
境
問
題
に
配
慮
し
て
、
多
様
化
す
る
電

力
需
給
社
会
に
お
け
る
電
力
有
効
利
用
に

関
す
る
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
電
力
の
有
効
利
用
の
一
例

と
し
て
、
廃
棄
物
発
電
を
有
す
る
小
売
電

気
事
業
者
と
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い

る
一
般
家
庭
が
連
携
す
る
こ
と
でCO

₂
排
出
係
数
（
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
電

力
を
供
給
す
る
た
め
に
ど
れ
ぐ
ら
い

CO
₂

を
排
出
し
て
い
る
か
を
示
す
指
標
）

を
削
減
す
る
効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２
、
電
力
の
小
売
全
面
自
由
化

こ
れ
ま
で
の
電
力
の
販
売
は
、
各
地
域

の
電
力
会
社（
東
京
電
力
、
九
州
電
力
等
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

１
６
年
４
月
以
降
、「
電
力
自
由
化
」
に

よ
り
、
新
た
に
参
入
し
た
新
電
力
を
含
め
、

自
由
に
電
力
会
社
を
選
ん
で
契
約
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電
力
自
由
化
の

意
義
と
し
て
、
電
力
事
業
を
広
く
開
放
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
間
の
競
争
を
促

し
、
電
気
料
金
の
抑
制
に
つ
な
げ
る
狙
い

が
あ
り
、
電
気
利
用
者
の
選
択
肢
を
増
や

す
こ
と
で
、
企
業
の
事
業
機
会
を
拡
大
す

る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
力
の
安

定
供
給
の
観
点
か
ら
、
緊
急
時
に
、
広
域

間
で
電
気
を
柔
軟
に
供
給
し
合
う
こ
と
の

で
き
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
も
目
的
の
ひ

と
つ
で
す
。
現
在
、
小
売
電
気
事
業
者
は

全
国
で
約
700
社
程
度
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
地
域
に
根
差
し
た
小
売
電
気
事
業

者
も
数
多
く
あ
り
、
地
域
の
電
力
供
給
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
固
有
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
電
力
の
脱
炭
素
化

や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
紹
介
す
る
廃
棄
物
発
電
（
い

わ
ゆ
る
ご
み
発
電
）
を
有
す
る
小
売
電
気

事
業
者
は
、
ご
み
の
焼
却
時
に
はCO

₂

は
排
出
さ
れ
る
も
の
の
発
電
時
に
は

CO
₂

を
排
出
し
て
い
な
い
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
るCO

₂

フ
リ
ー
の
電
力
で
あ

り
、
ご
み
の
成
分
に
応
じ
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と

し
て
取
り
扱
え
る
電
力
を
主
体
と
す
る
事

業
者
で
す
。

３
、
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た
一
般
家
庭

２
０
０
９
年
に
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電

力
買
取
制
度
に
は
じ
ま
り
、
太
陽
光
発
電

以
外
の
再
エ
ネ
普
及
を
支
援
す
る
目
的
で

導
入
さ
れ
た
固
定
価
格
買
取（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）制

度
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
量
は
急

速
に
拡
大
し
、
７
８
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

に
達
し
て
お
り
、
年
間
の
電
力
量
割
合
は

約
９
％
達
し
て
い
ま
す
。
住
宅
用
（
10
キ

ロ
ワ
ッ
ト
未
満
）
の
太
陽
光
発
電
の
導
入

状
況
を
見
る
と
約
280
万
件
と
普
及
率
は
10

％
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境

配
慮
観
点
か
ら
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
い
わ
ゆ
る
、

家
庭
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
太
陽

光
発
電
な
ど
で
創
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
バ
ラ

ン
ス
し
て
、
１
年
間
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
量
を
実
質
的
に
ゼ
ロ
以
下
に
す
る

家
の
普
及
促
進
に
伴
っ
て
今
後
も
太
陽
光

発
電
も
促
進
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、２
０
１
９
年
以
降
、固
定
価
格
買
取
制

度
に
よ
る
買
取
期
間
が
満
了（
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
、
固
定
価

格
で
買
取
さ
れ
て
い
た
余
剰
電
力
を
引
き

続
き
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

４
、
廃
棄
物
発
電
を
有
す
る
小
売
電
気
事

業
者
と
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た
一
般

家
庭
と
の
連
携
に
よ
るC

O
₂

削
減
効
果

こ
こ
で
は
、
電
力
の
供
給
源
と
し
て
廃

棄
物
発
電
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
小
売
電
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気
事
業
者
と
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た
一

般
家
庭
と
の
連
携
に
よ
るCO

₂

削
減
効

果
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
図
１
⒜
は
、

対
象
の
小
売
電
気
事
業
者
の
あ
る
一
日
の

電
力
需
給
状
況
で
す
。
供
給
は
廃
棄
物
発

電
が
主
体
の
た
め
一
日
を
通
し
て
ほ
ぼ
一

定
で
あ
り
、
需
要
は
、
企
業
等
の
事
業
者

向
け
に
電
力
供
給
し
て
い
る
た
め
、
典
型

的
な
昼
間
帯
中
心
の
需
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
昼
間
帯
に
電
力
不
足
、

夜
間
に
電
力
余
剰
が
起
こ
る
状
況
で
あ
り
、

電
力
の
過
不
足
は
電
力
市
場
と
の
取
引
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
一
般

家
庭
の
電
力
需
給
は
、
図
１
⒝
に
示
す
よ

う
に
、
電
力
消
費
は
朝
夕
の
消
費
が
多
少

多
く
な
る
も
の
の
、
複
数
の
電
力
消
費
を

平
均
化
す
る
と
一
日
を
通
し
て
ほ
ぼ
一
定

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
が
設

置
さ
れ
場
合
、
昼
間
帯
に
電
力
余
剰
が
生

じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
小
売

電
気
事
業
者
が
新
た
に
一
般
家
庭
と
契
約

す
る
こ
と
で
、
昼
間
帯
の
電
力
不
足
を
一

般
家
庭
か
ら
の
太
陽
光
の
余
剰
電
力
で
、

ま
た
、
夜
間
の
余
剰
電
力
を
一
般
家
庭
へ

の
供
給
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
電
力
の
有

効
利
用
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

電
力
有
効
利
用
が
で
き
た
場
合
の
効
果
と

し
てCO

₂

排
出
係
数
の
低
減
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
図
２
は
連
携
す
る
一
般
家
庭
の

件
数
に
対
応
し
たCO

₂

排
出
係
数
の
変

化
を
示
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
を
設

置
し
て
い
な
い
家
庭
と
連
携
し
た
場
合
、

CO
₂

排
出
係
数
が
大
き
い
電
力
市
場
と

の
取
引
が
増
え
る
た
め
連
携
軒
数
を
増
加

さ
れ
る
と
と
も
に
排
出
係
数
も
増
加
し
ま

す
。
一
方
、
太
陽
光
発
電
設
置
の
家
庭
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
太
陽
光
発
電
の
余
剰

分
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
に
よ
りCO

₂

排
出
係
数
の
低
減
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
当
研
究
室
で
は
実
際
の
電
力
の

需
給
デ
ー
タ
を
用
い
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
に
よ
り
電
力
の
有
効
利
用

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

５
、
お
わ
り
に

近
年
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力

電
源
化
は
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
電
力
シ

ス
テ
ム
の
状
況
に
お
い
て
、
電
力
の
安
定

供
給
の
観
点
か
ら
問
題
も
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
問
題
、
電

力
事
情
を
踏
ま
え
て
エ
コ
で
安
定
供
給
を

目
指
し
た
電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

図１．⒜廃棄物発電を有する小売電気事業者における電力需給状況
及び⒝太陽光発電を設置した一般家庭の電力需給状況

図２．一般家庭の連携軒数によるCO₂排出係数の変化
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